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衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
福
岡
県
に
お
け
る
水
田
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
成
績
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
福
岡
県
に
お
け
る
水
田
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
成
績
に
関
す
る
質
問
に
対 

す
る
答
弁
書 

一 

水
田
用
日
本
製
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
現
在
二
種
類
が
あ
る
。 

一
つ
は
、
従
来
よ
り
特
に
昭
和
一
五
、
六
年
の
戰
時
中
よ
り
相
当
実
用
化
さ
れ
最
近
そ
の
普
及
量
三
万
を
超
え
る
と
推

計
さ
れ
る
自
動
耕
耘
機
で
あ
り
、
こ
れ
は
水
稻
作
の
中
最
も
基
本
的
且
つ
、
重
労
働
で
あ
る
耕
起
と
碎
土
の
專
用
に
使
わ

れ
、
麦
作
の
中
耕
に
も
使
わ
れ
る
。
こ
の
基
本
作
業
が
緩
慢
な
手
労
働
に
よ
る
と
き
は
、
適
期
を
失
し
た
り
、
浅
耕
に
な
つ

た
り
、
又
他
の
連
接
作
業
を
粗
略
化
す
る
の
で
、
二
毛
作
地
の
米
麦
作
重
複
作
業
や
適
期
間
の
短
か
い
單
作
地
の
増
收
あ

る
い
は
二
毛
作
化
に
重
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

今
一
つ
は
、
昭
和
二
十
二
年
末
頃
よ
う
や
く
試
作
機
を
完
成
し
た
ば
か
り
で
、
す
で
に
本
年
普
及
量
六
〇
〇
台
を
超
え

て
い
る
ハ
ン
ド
・
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
は
耕
起
よ
り
收
穫
ま
で
の
一
連
の
圃
場
作
業
が
作
業
機
部
分
の
と
り
換
え

に
よ
つ
て
全
部
で
き
る
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
て
、
動
力
噴
霧
、
脱
穀
調
整
ま
で
で
き
る
汎
用
機
械
で
あ
る
。 



二 
こ
の
よ
う
な
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
普
及
に
対
す
る
政
府
の
指
導
対
策
と
し
て
は
、
一
般
経
済
合
理
化
の
線
に
沿
つ
て
、

こ
れ
等
の
機
械
利
用
に
よ
る
農
業
の
能
率
化
、
精
密
化
、
ひ
い
て
は
そ
の
効
果
と
し
て
、
す
で
に
頭
打
ち
し
て
い
る
土
地
生

産
性
、
土
地
利
用
率
の
向
上
、
労
働
生
産
性
の
引
上
げ
の
た
め
、
極
力
そ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で

各
地
域
の
特
殊
性
を
考
慮
し
、
機
械
化
の
経
済
効
果
を
愼
重
に
分
析
検
討
し
た
上
、
普
及
を
図
つ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
左
の
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。 

1 

ト
ラ
ク
タ
ー
の
研
究
改
良
の
試
験 

農
林
省
関
東
東
山
試
験
場
、
靑
森
県
試
験
場
を
中
心
に
各
地
試
験
研
究
機
関
に
お
い
て
、
專
門
的
に
機
構
及
び
性
能
の

研
究
並
び
に
実
地
試
験
を
継
続
し
て
お
り
、
又
製
作
者
の
依
賴
に
応
じ
て
、
常
時
性
能
検
定
を
行
い
、
公
正
信
賴
で
き
る

性
能
表
示
を
行
つ
て
、
製
作
者
の
改
良
を
促
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
な
お
、
改
良
を
要
す
る
点
も
多
々
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
人
力
の
六
な
い
し
九
倍
の
能
率
と
1
6
な
い
し
1

19
の
カ
ロ
リ
ー
所
要
低
減
を
示
し
て
い
る
。
反
当
收
量
も
最

低
五
％
の
増
收
で
あ
り
、
労
働
当
り
生
産
量
は
約
倍
に
な
つ
て
い
る
。 

、

四 

 



三 

ト
ラ
ク
タ
ー
普
及
に
対
す
る
都
道
府
県
の
指
導
措
置 

3 

農
村
に
対
す
る
実
演
指
導 

2 
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
の
実
態
調
査
情
報
し
ゆ
う
集 

各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
農
事
試
験
場
等
に
お
い
て
利
用
試
験
を
行
う
一
方
、
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
、
関
東
の
諸 

ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
の
先
進
地
又
は
多
收
篤
農
家
表
賞
に
み
ら
れ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
農
業
の
生
産
技
術
並
び
に
経
営

高
度
化
の
実
態
を
調
査
し
、
一
般
経
営
改
良
の
指
標
を
研
究
し
て
い
る
。
現
在
、
北
海
道
、
靑
森
、
宮
城
、
新
潟
、 

神
奈
川
、
岐
阜
、
岡
山
等
を
調
査
中
で
あ
る
が
、
す
で
に
普
及
量
二
千
台
を
超
え
る
福
岡
県
に
お
い
て
も
、
九
州
大
学

に
委
託
し
て
、
三
潴
郡
木
佐
木
村
を
中
心
に
調
査
中
で
あ
る
。 

農
林
省
主
催
又
は
農
業
機
械
化
協
会
等
の
民
間
団
体
の
主
催
、
又
は
共
催
で
農
村
現
地
に
お
い
て
、
実
演
研
究
会
を

昨
年
来
す
で
に
一
〇
〇
回
以
上
開
催
し
、
農
民
の
意
見
を
求
め
て
、
そ
の
土
地
ご
と
の
適
応
性
を
検
討
し
て
改
良
と
普

及
に
努
め
て
い
る
。 

五 

 



四 

ト
ラ
ク
タ
ー
普
及
に
対
す
る
製
作
会
社
の
態
度 

自
動
耕
耘
機
メ
ー
カ
ー
は
約
二
十
社
、
月
産
能
力
最
大
の
も
の
一
〇
〇
、
最
小
の
も
の
四
、
五
台
で
製
作
数
量
は
月
産

約
二
〇
〇
台
で
あ
る
。
ハ
ン
ド
・
ト
ラ
ク
タ
ー
は
三
社
（
中
休
止
一
社
）
月
産
一
〇
〇
台
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
会
社
は
單

独
で
、
あ
る
い
は
協
同
で
研
究
会
実
演
会
を
開
催
し
て
、
次
々
に
改
良
を
加
え
、
ま
た
は
新
型
機
を
作
出
し
て
い
る
。 

又
、
農
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
代
理
店
の
再
養
成
を
な
す
一
方
、
農
林
省
の
要
望
に
基
き
農
業
協
同
組
合
の
農

機
具
関
係
者
を
自
工
場
に
無
料
招
へ
い
し
て
利
用
及
び
修
理
技
術
の
短
期
講
習
を
開
い
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
製
品
に
対

す
る
責
任
と
し
て
、
破
損
理
由
が
農
民
側
に
あ
る
と
否
と
に
関
せ
ず
、
無
料
新
品
取
替
を
四
回
も
続
け
て
信
用
維
持
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
企
業
的
に
は
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、
従
つ
て
不
充
分
と
は
言
え
、
改
良
と
サ
ー
ビ
ス
へ
の

努
力
と
熱
心
さ
は
巨
大
な
ア
メ
リ
カ
農
機
具
会
社
の
範
に
対
応
す
る
も
の
と
称
し
て
良
い
。
そ
の
結
果
一
町
村
一
度
に
一

二
〇
台
も
導
入
し
た
事
例
が
見
ら
れ
る
。 

県
に
お
い
て
は
助
成
金
を
交
附
し
て
普
及
に
努
め
て
い
る
。 

、
、

六 

 



 

七 

五 
結
論 

以
上
の
ご
と
く
日
本
製
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
最
近
急
激
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
結
果
増
産
並
び
に
経
営
の
多
角
高

度
化
を
進
め
て
い
る
（
機
械
の
な
い
多
角
化
は
か
え
つ
て
失
敗
し
て
い
る
。
）
が
、
問
題
は
一
台
当
り
八
万
－
十
五
万
円

の
高
価
格
で
あ
る
。
府
県
に
よ
つ
て
は
、
半
額
助
成
を
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
農
業
金

融
の
対
象
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
台
年
間
作
業
を
一
〇
町
歩
と
す
れ
ば
、
五
、
六
年
で
回
收
で
き
る
も
の

で
決
し
て
危
險
な
融
資
対
象
で
は
な
い
。
も
つ
と
も
故
障
の
防
止
、
修
理
の
簡
易
化
、
迅
速
化
の
サ
ー
ビ
ス
の
完
備
が
伴
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
林
省
に
お
い
て
は
農
業
改
良
局
に
農
業
機
械
化
推
進
協
議
会
を
設
け
て
、
機
械
の
改
良
、
合
理

的
な
利
用
法
、
農
法
及
び
経
営
の
改
善
、
サ
ー
ビ
ス
機
構
の
整
備
等
日
本
農
業
機
械
化
、
能
率
化
の
問
題
を
、
專
門
家
、

農
業
者
、
製
作
者
等
を
結
集
し
て
、
研
究
し
推
進
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




